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作成日：2020 年 8月 27日 ① 

整理番号  

研究課題名 骨軟部腫瘍のゲノムコンソーシアム運営とマルチオミックス解析研究 

研究の対象 栃木県立がんセンターにておいて骨軟部腫瘍の治療を受けられた患者さんで 

本事業に参加された方 

本研究の目的、方法 当院より骨軟部腫瘍患者さんの試料を本研究の研究責任機関である東京大学

医科学研究所 ヒトゲノム解析センター シークエンス技術開発分野(連携教

授 松田浩一)で疾患発症関連遺伝子の同定や分子病態の解明を目的として、

個々の患者に最適な治療を行うオーダーメイド医療の開発に役立てるため

に、患者さんの試料・情報を用いて生殖細胞ゲノム DNA や腫瘍組織由来の

DNA、RNA、タンパク質の網羅的な解析を行うとともに、薬剤感受性や放射

線感受性、予後などの臨床データとの相関解析を行っています。 

研究実施期間：2019 年 3 月～2024 年 3 月  

使用する診療情報/検

査試料の種類 

情報：病歴、抗がん剤治療の治療歴、副作用等の発生状況等 

試料：血液、手術で摘出した組織等 

他の研究機関への提

供の有無 

 

上記試料及び情報は、ID 番号を付与して配達状況が追跡できる運送業者に依

頼し、以下の共同研究解析機関へ提供します。また、得られたデータは本研究

の研究組織内で共有し更なる解析を推進すると共に、研究を広く発展させる

ために国内外のデータベースへ登録し、一定の条件のもとでの公開すること

もあります。 

共同研究解析機関 

東京大学新領域創成科学研究科 メディカル情報生命専攻クリニカルシーク

エンス分野                    松田 浩一 

国立がん研究センター 研究所 細胞情報学分野  間野 博行 

都立駒込病院 病理科            元井 亨 

神奈川県立がんセンター臨床研究所     宮城 洋平 

理化学研究所統合生命医科学研究センター   中川 英刀 

九州大学形態機能病理     小田 義直 

がん研究会がん研究所           中村 卓郎 

がん研究会がん研究所 がんプレシジョン医療研究ゲノムセンター  

植田 幸嗣 

がん研究会がん研究所 がん化学療法センター  旦 慎吾 

国立がん研究センター研究所臨床ゲノム解析部門  市川 仁 

国立がん研究センター 研究所希少がん研究分野  近藤 格 
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国立がん研究センター 中央病院 病理科   吉田 朗彦 

国立がん研究センター 中央病院   平田 真 

獨協医科大学 埼玉医療センター 病理診断科 山口 岳彦 

東京医科歯科大学 医科学数理分野   角田 達彦 

徳島大学,先端酵素学研究所   小迫 英尊 

公表 研究成果は学会や医学論文などに発表します。 

本研究の資金源/企業

からの援助（利益相反

の有無） 

本研究は研究責任機関である東京大学医科学研究所 ヒトゲノム解析センタ

ー シークエンス技術開発分野(連携教授 松田浩一)の研究費でおこないま

す。本研究は企業との共同研究ではなく、企業からの資金提供もありません。 

お問い合わせ、連絡先 

（当該研究における

当センター内での責

任者） 

お問い合わせや以下のことなどあればお申し出ください。 

 試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者

さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としません。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障

がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することができます。 

 研究の進捗、結果についてお知りになりたい場合は、その時点でお答え

できる範囲でお教えします。 

 

栃木県立がんセンター 

所属 骨軟部腫瘍・整形外科 科長 

名前 菊田 一貴 

〒320-0834 栃木県宇都宮市陽南 4－9－13 

TEL 028-658-5151  FAX 028-658-5669 

備考  

 

＊ この用紙は、包括同意で研究を行う際に IRB申請時に研究申請書等と共に提出し、IRB承認を得る。 

＊ 初回 IRB 申請時から情報が更新になった場合は、研究者の責任においてこの用紙も変更し、IRB 申

請を行う。 

＊ 研究終了後 5年間はホームページ上に掲載する。 


